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《第３５回全国大会》
全国大会のご案内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本比較文化学会　関西支部長　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及び大会準備委員長　北林 利治
第35回日本比較文化学会全国大会は、６月８日（土）に関西支部担当で、同志社大学を会場にして開催されます。シンポージアムのテーマは、「「比較文化学」はどのように教えられているか？―現状と展望―」です。大学で教えられている比較文化学関連の科目や、比較文化学科や学部を持ついくつかの大学の事例を紹介してもらいながら、私たちの学会が目指す比較文化学の構築に向けて学ぶところは何かを探ります。また、講演の講師には、桃山絵画と江戸絵画研究で著名な狩野博幸先生を迎えます。
会場をお借りする同志社大学では、今出川キャンパスの整備が終わり、この４月から、学習空間の再設計を狙った新施設（ラーニング・コモンズ）が本格稼働すると聞いています。人と出会い、学びの多様さを知り、学びの相互啓発が行えるような空間というラーニング・コモンズのコンセプトは、比較文化学の構築を目指す日本比較文化学会の考え方とも相通ずるものがありますね。
大会のあとは、八重が新島襄と出会い、晩年までを過ごした京都で彼女の足跡をめぐるのはいかがでしょう。八重が結婚するまで勤務した女紅場の跡碑、1878年に建てられた新島襄と八重の私邸など、八重が暮らした同志社界隈を歩いてみるのはおもしろそうです。
しっかりと準備をして、大会準備委員一同、会員の皆さんのお越しをお待ちしております。
《日本比較文化学会第35回大会日程ならびに研究発表募集のお知らせ》

日本比較文化学会　関西支部長　
及び大会準備委員長　北林 利治
今年の全国大会は、関西支部がお世話させていただき、６月８日（土）に同志社大学で開催されることになりました。つきましては、すでにウェブサイトで公表しておりますが、当日の日程スケジュールと研究発表募集要項をお知らせいたします。研究発表をご希望の方は、お早めに下記の連絡先までお申し込みください。
1.　日程
　　日時：2013年６月８日（土）
　　会場：同志社大学　今出川キャンパス（予定）
　　9:00～9:50  理事会　　　　　（編集委員会は、前日６月７日（金）19:00～21:00）
10:00～12:00  シンポージアム
12:00～13:00  昼食
13:00～15:30  研究発表
15:45～16:00  総会
16:00～17:00  講演
17:45～19:30  懇親会
２．研究発表募集要項
　〈書式〉 WORDを40字×36行に設定し、中央１行目にタイトル、１行あけて、氏名のあと、同一行の（　　）内に所属と職位を記入。１行あけて、A４サイズ１枚におさまるようにレジュメを作成して下さい。なお、応募にあたっては、日本比較文化学会のサイトにある「全国大会研究発表およびシンポージアム発表申し合わせ」をご確認ください。（http://hikakubunka.jp/?page_id=173）
　
〈送付先〉　A４サイズ１枚に作成したレジュメを添付ファイルにして、大会準備委員長北林利治（アドレス：VZV00407@nifty.com）まで送ってください。
〈締め切り〉　2013年3月31日
（採用・不採用は、大会準備委員会より４月10日までに通知いたします。）
ご不明な点がございましたら、大会準備委員長までなんなりとお問い合わせ下さい。大会準備委員一同、できる限りの準備をして会員の皆様方をお迎えしたいと思います。京都でお会いする日を楽しみにしております。
《支部報告》
東北支部
＊[報告]　東北・関東支部合同大会
日時：2012年12月１日（土）　13:00～17:00

場所：東北福祉大学ステーション•キャンパス（仙台市）
プログラム
研究発表
(1) 高橋　栄作（弘前大学）「有標性制約と照合性制約の初期序列」

(2) 佐藤　豊（青森大学）「ジョン•ドライデン『雌鹿と豹』(1687年)を読む--第一部の化体説（transubstantiation）をめぐって--」
(3) 高橋　強（東海大学）「リメディアル教育における現状と課題」
(4) 木村　美里（聖学院大学）「英国ナショナル•トラスト創設者の思想と活動---オクタヴィ
ア•ヒルと英国ナショナル•トラストの関係をめぐって」
(5) 三田　順（日本学術振興会特別研究員PD）「ワロニーにおける象徴主義文学受容と文化ア
イデンティティーの形成」
(6) 野口　周一（湘北短期大学）「歴史教育のあり方を考える」
(7) 佐藤　和博（弘前学院大学）「プルマン•ポーターの視線について」
　
大会後、懇親会を開催し大いに盛り上がりました。
＊[報告]　東北支部大会及び総会 

下記の日程で東北支部の研究会及び総会を開催しました。詳しくは学会ホームページをご覧ください。

日時：2013年３月２日（土）14:00～

場所：弘前学院大学

支部長　佐藤　和博
関東支部

＊[報告]　 関東•関西支部合同大会
日時：2012年12月８日（土）　

場所：同志社大学
プログラム
１．研究発表
（第１室）

(1) 奥山　裕介（日本学術振興会特別研究員・大阪大学大学院）「19世紀コペンハーゲンの娯
楽スペクタクル文化と北欧地域像の関係--ヘアマン・バング『化粧漆喰』におけるティ
ヴォリ遊園をめぐって--」
(2) 國井　裕（サイバー韓国外国語大学）「日韓道徳教育にみる愛国心の様相」
(3) 木塚　恵子（京都女子大学）「英語絵本の世界が育むもの：大学生への効用を探る」
(4) 西川　美香子（京都大学）「海外留学前の準備英語講座　－インストラクショナルデザイ
ンに基づくコースデザイン－」
(5) 中村　友紀（関東学院大学）「抵抗のスペクタクルとしての復讐劇：『アントニオの悲劇』
の仮面劇」
(6) 鈴井　宣行（創価大学）「川端康成における“感性の美学”について―『伊豆の踊子』の
《擬音語》表現を通して―」
（第２室）
(7) 任　天輝（同志社大学大学院）「中国語への翻訳時における表現構造に関する一考察―英
字新聞の見出しを中心に―」

(8) 川口 さつき（早稲田大学）「曲従のパロディとしての「心中未遂事件」--平塚明（らい
てう）の塩原事件を巡る一考察--」

(9) 末冨 浩（京都大学）「エドマンド・バーク『自然社会の擁護』のパロディー性について」
(10) 塩田　英子（同志社大学）「防災意識の語用論：反復がまねく危機感の喪失について」

(11) 西山　幹枝（立命館大学）「日本語の主要部内在型関係節の関連性理論による分析」
(12) 藤枝　善之（京都外国語大学）「映画で学ぶ英語の丁寧表現」
（第３室）
(13) 諸　芸穎（同志社大学大学院）「杭州方言の諸特徴に関する一考察--単数概念を人称代名
詞の複数で表す表現を中心に--」
(14) 岡本　慎平（同志社大学大学院）「『～がある』構文に関する意味分析--その程度性をめ
ぐって--」
(15) 八野　友香（サイバー韓国外国語大学）「原因理由文に関する日韓対照研究」
(16) 河野　康治（京都大学大学院）「姉小路のまちづくり」
(17) 藤田　昌志（三重大学）「北一輝の日本論・中国論」
(18) 鄒  賢（同志社大学大学院）「日本語と中国語における感情表現についての対照研究--
人称制限及び構文を中心に--」
２．講演
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中川久公先生（京都ゑびす神社
宮司）「雅楽の世界」
＊[報告]　2013年度関東支部総会および第34回研究発表会

日時：2013年３月９日（土）14::00～18:00
場所：創価大学国際交流センター2階208教室
プログラム
１．開会挨拶　　　関東支部長　近藤　俊明（東京未来大学）

２．研究発表
(1) 広本　勝也（慶応義塾大学）「シルヴィア・プラス-- 告白詩人の挑発--」

(2) 高橋　貴之（(株) 公務員試験協会）「公的機関の試験が持つ学生への文化的影響-- キャ
リア教育の観点から-- 」
(3) 前田　浩（新島学園短期大学） 「映画『赤毛のアン』におけるフルネームの使用」
３．閉会挨拶　　　関東支部副支部長　野口　周一（ 湘北短期大学）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支部長　近藤　俊明
中部支部

＊[報告]　第３回中部支部役員会
2012年度の総括と2013年度活動計画の審議を行った。
＊[お知らせ]

１．新年度の役員会日程と研究会開催日程について
・（予定）役員会開催日程：４月、９月
・（予定）研究会開催日程：９月、２月
・その他中部支部活動をより充実するための方策等を次年度の課題
３．中部支部ニュース第２号（３月発行予定）
４．2013年度役員について
・2012年度役員継続（３月中部支部総会で承認を求める）

支部長　岡本　武昭

関西支部

＊[報告]　2012年度10月例会
　　　日時：2012年10月20日（土）14:30～17:00
　　　場所：同志社大学今出川キャンパス 神学館地下1番教室
プログラム
１．研究発表

(1) 福田　和義（天王寺学館高等学校）「帰国子女（生徒）の教育事情―関西インターナショ
ナルハイスクールを例にして―」
(2) 藤田　昌志（三重大学国際交流センター）「日本の中国観研究（2011.9―2012.8）」
２．講演
野口周一先生 （ソニー学園湘北短期大学教授、総合歴史教育研究会会長）
「歴史教育の岐路」
＊[報告]　2012年度３月例会

　　　日時：2013年３月９日（土）14:30～17:00

　　　場所：同志社大学今出川キャンパス 神学館地下１番教室

プログラム
１．研究発表

(1) 玉垣　あゆ（名古屋大学）「セネカ悲劇『フェニキアの女たち』における兄と弟」
(2)　ルッケル瀬本　阿矢（滋賀県立大学）「上田静栄のシュルレアリスムの受容に関する認知

詩学的考察---『海に投げた花』を中心に--」

２．講演

　　　浅井雅志先生　（京都橘大学）「異文化理解『熱』の原点--『菊と刀』論争を中心に--」

支部長　北林　利治

中・四国支部

＊[報告]　中・四国支部会

　　　日時：2013年２月16日（土）　13:00~17:00  　　　
場所：高知大学　共通教育棟3号館　
プログラム
１．開会の辞　　中国・四国支部長　奥村　訓代（高知大学）

２．シンポジウム　「私の視点から見る他文化共生」

講師　山内　信幸　（同志社大学、日本比較文化学会会長）
中川　久公　（京都恵美須神社宮司、同志社大学、京都都市立芸術大学）
　　　　　　　　　 ダーレン・リングリー　（高知大学）
　　　　　　 司会  奥村　訓代　（高知大学、日本比較文化学会副会長）
３．研究発表

梶原　雄（釜山外国語大学韓国）
金　テド（韓瑞大学教授：韓国）
４．ポスター発表

日本語・日本文化部会グループ　「高知の防災弱者を如何に救うか」

５．閉会の辞　　中国・四国支部副会長　山下　明昭（香川大学）

＊[報告]

・支部役員新任　
中国四国支部セクハラ委員：公文素子
中国四国支部広報委員：梶原雄
中国四国支部渉外担当：岩崎亜美
＊[お知らせ]

2013年９月に支部大会を日本放送芸術学会との共催でおこないます。
日時：９月28日（土）午後　　日本放送芸術学会
９月29日（日）午前　　日本比較文化学会支部大会
支部長　奥村　訓代
九州支部
＊[報告]　第25回九州支部大会
日時：2013年３月９日（土）

場所：久留米大学御井キャンパス
プログラム

研究発表

（第１室）

(1) 岩下　祥子（九州大学大学院）「尾形亀之助の詩型についての一考察」
司会：江頭　肇（久留米大学）
(2) 松原　留美（九州大学大学院）「宮澤賢治とゲイリー・スナイダーの自然観」
司会：安藤　裕介（久留米大学）

(3) 山根　祥子（九州大学大学院）「A. Daudetと作家たち」
司会：西野　常夫（九州大学）

(4) 何　啓華（実践大学）「日本においてのペスタロッチ教授法」
司会：高瀬　文広（福岡医療短期大学教授）

(5) 王 海蓝  (复旦大学)「中国の若手作家における村上春樹文学の影響 ―『中国の村上春樹』
　　　と呼ばれる孔亜雷を中心に」
司会：新山　美紀（久留米大学）
（第２室）

(6) 林　裕二（西南女学院大学）「『雪国』（川端康成）とその英訳（Seidensticker）の比較
－呼称について－」
　　司会：中村　茂徳（西南女学院大学）
(7) 武富　利亜（九州大学大学院）「カズオ・イシグロのThe Unconsoledにおける父親―父子
関係と祖父孫関係を比較して―」
　　司会：林　裕二（西南女学院大学）
(8) 樋口　真己（西南女学院大学）「大学開放の現状と課題―地域生涯学習としての公開講座
の取り組みを中心に―」
　　司会：保坂　恵美子（久留米大学）
(9) 中村　茂徳（西南女学院大学）「H.D.ローンズリィ牧師に関する一考察―湖水地方での地域貢献活動―」
　　司会：八尋　春海（西南女学院大学）
(10) 八尋　春海（西南女学院大学）「日本の英語教育における口語英語の取扱いについて」
司会：中村　茂徳（西南女学院大学）
支部長　八尋　春海
《事務局より》
　事務局長　長谷部　陽一郎
○会費納入に関するお願い
会費の納入にいつもご協力いただき感謝いたします。従来より一般会員は2年、学生会員は1年を超えて未納の場合には会員資格を失うことになっています。どうかご注意ください。会費に関する問い合わせがございましたら、学会ウェブサイト（http://hikakubunka.jp）の「お問い合わせ」ページより事務局会計担当までお問い合わせください。
　会費納入の郵便振替口座番号は以下の通りです。より詳しい情報は上記ウェブサイトをご覧ください。
02570-6-8921　加入者名：日本比較文化学会
　　振り込みの際には、所属支部と何年度分の会費であるかを明記してください。
　　また、本口座番号は支部会費の納入には使用できませんのでご注意ください。
○学会誌への投稿について
『比較文化研究』は年に５回の発行となっております（ただし発送は複数の号をまとめて年３回行います）。投稿をご希望の方は学会ウェブサイトを通じて各号の担当編集室にお問い合わせください
　　３月末日締切
〒803-0835 福岡県北九州市小倉北区井堀1-3-5 西南女学院大学人文学部
八尋春海研究室内 日本比較文化学会九州支部編集室
　　６月末日締切
〒192-8577 東京都八王子市丹木町1-236 創価大学 Ａ棟503
鈴井宣行研究室内 日本比較文化学会関東支部編集室
　　８月末日締切
〒760-8522 香川県高松市幸町1-1 香川大学教育学部
山下明昭研究室内 日本比較文化学会中国・四国支部編集室
　　10月末日締切
〒980-0845 宮城県仙台市青葉区荒巻青葉149 宮城教育大学教育学部
佐藤静研究室内 日本比較文化学会東北支部編集室
　　12月末日締切
〒607-8175 京都府京都市山科区大宅山田町34 京都橘大学文学部
北林利治研究室内 日本比較文化学会関西支部編集室
《編集後記》
　　今回の号でも、会員諸氏の活発な研究活動の一端をお知らせすることができました。2018年問題等を控え、高等教育機関の研究者にはますます厳しい研究環境が予想されます。本学会は研究者同士の研鑽、そして情報交換の場だと実感しており、これからの不安な時代には心強い仲間たちとの得難い交流の場になると確信しております。本学会が、新年度も皆さまに有意義な活動の場となりますように。
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